
熔 え市子育て基本条例 (抜粋 )
(基本理念 )
第 3条  子育てを社会全体で進める取組は、次に掲げる基本理念にのっとり、行 うものと
する。

(1)子 どもは人としての尊厳を有し、かけがえのない存在として尊重されるとともに、
郷土の宝、未来をつ くる力という認識の下、子 どもの自立に向けた働きかけを行 うこ
と。

(2)子 どもが、生きる力を身に付け、ふるさとを愛 し、夢と志をもって社会に貢献しよ
う:と する心を,育むことができる環境づくりを行うこと。
(3)家 庭、学校、地域社会、事業者及び市は、それぞれの役割 と責任に基づき協働 し、
子 どもの発達の段階に応 じた子育ての取組を行うこと。

(家庭の役割と責任 )
第 4条  保護者は:子 どもの教育に第一義的な責任 を有するものであ り、子 どもの中に信
頼感、安心感 を育みなが ら、基本的な生活習慣及び社会規範を身に付け られるようにす
るとともに、 自立心及び心豊かな人間性を育めるよう、次の責任 を果たすように努める
もの とす る。

(1)家庭が子 どもにとって安心できる居場所 となるよう、愛情をもつて子 どもに接 し、
子 どもの中に人への基本的信頼感 と安心感 をしっか り育てるこ と。
(2)子 どもの思いを受け止め、適切 に褒め、叱ることで、子 どもが 自立 に必要な力を身
につけ られるようにすること。

(3)家庭での言動が直接的、間接的に子 どもに影響 を与えることを自覚 し、自らが模範
を示 しなが ら、望:ま しい生活習慣の形成を行 うこと。
(4)家庭 内での役割分担を明確 にし、子 どもに家庭の一員 としての責任 を持たせ、 自立
心 を育み、自分が役立つ存在であることを実感できるようにすること。
(5)学校 の行事及び PTA活 動への参加又は参画 を通 して、子 どものよさや課題を学校
と共有 し、子 どもの 自立に向けて、連携を深める こと。

(6)地 域社会の一員 として、地域の活動に積極的に子 どもを参加又は参画させ、望 まし
い人間関係や社会規範な どを身に付 けられるようにすること。

(学校の役割と責任 )
第 5条  学校 は、教育の 目標が達成されるよう子 どもの心身の発達 に応 じた体系的な教育
を展開 し(将 来の 自立 に必要な力を身に付け られるようにするとともに、子 どもの学び
の拠点 として、家庭及び地域の信頼 に応え、次の責任 を果たすように努めるものとす る。
(1)全 ての教育活動 を通 じて生きる力を育む こと。
(2)基礎的・基本的な知識及び技能の確実な習得 と思考力、判断力、表現力その他の能
力を育み、主体的に学習に取 り組む態度を育成す ることを通 じて学力の向上を図るこ
と。

(3)集 団の中で、基本的倫理観 と規範意識 を持ち、 自らを律 し、他人 とともに協調 し、
思いや りの心や感謝の心、 自然や美 しいものに感動する心な どの豊かな人間性 を育む

(5)

涯 にわ た って 運動 に親 しみ、健康 を保 持 増進 し、豊かな生活 を実 現で きるよ う、
一 人 に応 じた体 力・運 動能 力の向上 を 目指 し、た くま しく生きるための健康や体
育む こと。              ―

育活 動 につ いて家庭及 び地域社 会等 へ広 く情報発信す る とともに、相互 の意見交
機 会 を充実 し、地域 とともにある学校 づ く りを推進 す る こと。

域社会 及び事 業者 と連携・ 協 力 した活 動や 、地域人材 の活 用 を推進す る こと。
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資 料 4

姶 良市教育振興基本計画 の 目指す教育 の姿

でたく しレヽ り

～ 住みよいまちの教育的風土や歴史・文化を
発展的

キ
C と る

社会的な自立一学びの自立一生活上の自立

生 涯 学 習 社 会 の 実 現 (自 己 実 現 )

ふるさとを
誇れる

生きる力に
浴れる

夢や志を
抱く

魅力ある学校 信頼される教師自 尊 感 情 の 高 揚
(自 己肯定感を高める )

中
学
校

小
学
校

幼
稚
園

体 験 活動 の充 実
。人 や 物 と 関 わ る 力 を 育 む
。役 立 ち意 識 (貢 献 感 )を 高 め る |

地域・事業所等との鴫働」
・学校支援ボランティア
・鐵 塾 。キャリア教育

家 庭との「協働」
。自立的な学習 ・挨拶
家庭学習

子育て


